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負荷追従運転 ふかついじゅううんてん

 需要家による電力消費量（発電システム側にとっての負荷）は常に変動しつつあるため、短時間での
負荷変動に対応した出力調整運転を特定の発電所において行うことをいう。一日の負荷変動を表す日負
荷曲線は季節、曜日、気象条件等に応じて一定のパターンを持ち、どの負荷水準まではどの発電所で対
応するか、また負荷の変化に対してどの発電所がどの程度対応するかは予め決められている。我が国で
は原子力発電は負荷の変動に関係なく一定の出力で運転されており、負荷変動に追従するためには短時
間での出力制御が容易な火力発電が用いられている。ただし、原子力発電でも技術的に負荷追従運転は
可能であり、原子力発電比率が発電全体の80％近くを占めるフランスでは、実際に多数の原子力発電所
において日常的に負荷追従運転が行われている。
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